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博士の学位論文審査結果の要旨 
Increasing trends in cervical cancer mortality among young Japanese women below the 
































診断されている症例の割合は、2005～2009 年の 50 歳未満の群を除いて、日本全体よりも
神奈川県全体で低かった。 
【考察】 































(1) 神奈川県の 50 歳以上の群で 1990 年以降に急激な死亡率の低下があるのはなぜか。 




















(2) 掲載誌 Cancer Epidemiology 誌の Reviewer とのやりとりで指摘された点は何か。 
(3) 2016 年 1 月から開始されている全国がん登録との関係性は今後どうなるか。 
 
以上の質問に対し、以下の回答がなされた。 


















かつ 20 歳代、30～49 歳代、50 歳以上について年齢層別の死亡率の動向について分析した
ものであり、非常に意義が高い。また本研究により当該研究分野の発展に貢献したものと考えら
れ、博士（医学）の学位に値すると判定された。 
 
 
 
